
海を渡った古伊万里
～ウィーン、ロースドルフ城の悲劇～

色絵松竹梅鶴文八角大皿（修復）  有田窯  1700-1720年代  ロースドルフ城蔵

リニューアル記念 特別企画展

TheTragedy ofLoosdorf Castle
T h e  D e s t r u c t i o n  a n d  R e b i r t h  o f  E x p o r t e d  O l d - I m a r i

2022.5.28 Sat. — 7.18 Mon.Mon
Holiday

主催／佐賀県立九州陶磁文化館　特別協力／ロースドルフ城ピアッティ家、一般社団法人古伊万里再生プロジェクト　後援／朝日新聞社、共同通信社佐賀支局、佐賀新聞社、時事通信社佐賀支局、西日本新聞社、
日本経済新聞社、毎日新聞社、読売新聞西部本社、ＮＨＫ佐賀放送局、サガテレビ、ＲＫＢ毎日放送、ＦＢＳ福岡放送、九州朝日放送、テレＱ、テレビ西日本、ＮＢＣラジオ、エフエム佐賀（順不同） 企画協力／株式会社キュレイターズ

月曜休館（7月18日は開館）  開館時間／9:00―17:00（入館は16:30まで）
観覧料／一般600円（500円）大学生300円（200円）高校生以下及び障害者手帳又は指定難病受給者証をお持ちの方とその介助者（1名）は無料  ＊（　）内は20名以上の団体料金

＊新型コロナウイルス感染症の拡大状況により変更が生じる場合は、公式ホームページでお知らせします。
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関連イベント 2022年4月9日  常設展示「有田焼の歴史」リニューアルオープン 

1 記念講演会 ロースドルフ城所蔵の陶磁器が語る物語～破壊から再生への道へ～
 講師／荒川正明氏（学習院大学教授  本展監修者）
 日時 ： 6月18日［土］13：30－15：00
 会場 ： 当館講堂  参加費：無料
 □要事前申込  詳細は公式ホームページをご確認ください。

2 特別対談 「破壊」から「再生」へ ～甦った陶片たち
 講師／繭山浩司氏（修復家）・荒川正明氏
 日時 ： 6月19日［日］13：30－15：00　
 会場 ： 当館講堂  参加費：無料
 □要事前申込  詳細は公式ホームページをご確認ください。

3 ギャラリー・トーク
 日時：会期中の毎週土曜日（6月18日を除く）  14：00から1時間程度
 当館学芸員による展示解説を行います。 ＊展覧会の観覧料が必要です。 新型コロナウイルス感染症拡大防止対策へのご協力をお願いします。

展覧会や関連イベント等の変更が生じる場合は、公式ホームページでお知らせします。
ご来館の皆さまへ

有田焼の歴史・文化を
ストーリーで楽しむ！
有田焼をはじめとするやきもの文化の魅
力を紹介する常設展示室がリニューアル
オープン。歴史や文化などの多彩なテー
マごとに部屋を巡りながら、映像や空間
と組み合わせた展示で、有田焼の背景に
広がる多彩なストーリーをお楽しみいた
だけます。

＊常設展示は観覧無料

展覧会公式Twitter @KoimariLoosdorf  #海を渡った古伊万里
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有田駅

〒844-8585  佐賀県西松浦郡有田町戸杓乙3100-1
TEL：0955-43-3681  公式ホームページ https://saga-museum.jp/ceramic/

［交通アクセス］ □JR佐世保線有田駅、MR（松浦鉄道）有田駅下車 徒歩約12分
 □JR博多駅からJR佐世保線有田駅までJR特急約80分
 　（駅正面の小高い丘の上です。）
 □西九州自動車道 波佐見有田インターから車で約10分

オーストリア、ウィーン近郊にたたずむ古城ロースドルフ城では、
城主ピアッティ家により古伊万里を中心とした陶磁器が多数コレクションされ、
城内を美しく飾る調度品として大切に伝えられてきました。
ところが、第二次世界大戦の戦禍によりその多くが破壊されてしまいました。
ピアッティ家はそうした悲劇により破壊された陶片を破棄せず、城内の一室に陶片を集め、
平和への願いも込めてインスタレーション展示を行い一般公開してきました。
本展は、国内にある古伊万里の名品とともに、破壊された陶片を含むロースドルフ城所蔵の
日本、中国、西洋の陶磁器コレクションを海外において初公開するものです。
日本の修復技術による復元作品も展示し「再生」にも焦点を当て、
波乱に富んだロースドルフ城コレクションの全貌を紹介します。

左から　色絵唐獅子牡丹文亀甲透彫瓶（部分修復） 有田窯  1700-1730年代  ロースドルフ城蔵／白磁大壺（組み上げ修復） マイセン窯  20世紀初頭  ロースドルフ城蔵／色絵花卉文花瓶（組み上げ修復） 有田窯  19世紀後半  ロースドルフ城蔵

五彩・色絵花卉文碗皿（破片） 景徳鎮窯・有田窯  18世紀前半  ロースドルフ城蔵

左から　五彩花卉文皿（修復） 景徳鎮窯  18世紀前半  ロースドルフ城蔵／色絵松竹梅岩鳥文輪花皿  有田窯（柿右衛門様式） 1670-1690年代  佐賀県立九州陶磁文化館蔵（柴田夫妻コレクション）／藍釉金彩風景文碗皿 マイセン窯  19世紀後半  個人蔵
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